


農地で農産物とエネルギーを同時に生産できます。

再生可能エネルギーは、地球温暖化の原因となる二酸化

炭素の削減に資するエネルギーということで我が国でも

重要な資源です。しかし、我が国の総発電量に占める割

合は、数％に過ぎません。２０１１年３月に発生した原

子力発電所の事故を契機として再生可能エネルギーの導

入拡大が喫緊の課題となっています。中でも太陽光発電

は広い土地を必要とするので供給拠点としての農山漁村

は非常に有望なのです。

しかし無計画に発電設備が整備されたり、農地転用ばか

りが進むと食料供給などの役割に支障をきたすことも懸

念されます。そこで農山漁村における再生可能エネルギ

ーの導入、拡大にあたっては、営農とエネルギーが両立

できる「ソーラーシェアリング」が食料生産や国土保全

の機能を損なわず、我が国の持つポテンシャルを最大限

発揮できると考えています。

ブルーベリーの養液栽培システム

は、全て一元化された自動施肥・

自動潅水システムなので、広い農

地でも省力で栽培が可能です。国

産のブルーベリーは重要が多く高

値で販売されています。また、他

の果実に比べて労働時間が短く経

費が少なく、粗利が高い商品です

上部に設置した太陽パネルで発電し

た電気は、自家使用できます。また、

国の固定価格買取制度を利用して売

電をすることも可能です。

太陽光パネルを短冊状に設置し

て、パネルの間から差し込む太

陽光で設備下部の農作物を生育

します。作物にとって夏場の強

い光は必要が無く適度な光が良

い環境を生み出します。

ポット式養液栽培は土を使わない

農法なので、圃場はすべて防草シ

ートで覆われます。清潔な環境の

中で作物を育てることが可能で、

夏場の草取りが不要になります。

ソーラーシェアリングという新しい考え方です。

ポット式養液栽培のブルーベリー農園

実際に営農型太陽光発電設備を
設置した農家Ａさんの感想！！

農地の太陽光で作った電気は国の

買取制度で全量買ってもらえます。

固定価格買取制度は20年間売電

価格が変わらないという制度です

。将来的に使用する電気料金が上

がったとしても固定された価格で

買い取りをしてくれます。収支を

計算すると約9年で設備金額を支

払うことが可能です。

例：1200 ㎡の農地を有効活用して、営農型発電設備（発電量 80Ｋｗ）を設置した
　　場合、売電収入は年間約 160 万円程度の収入になります。

収入項目

売電収入

（発電量）

発電設備費

収入計（20 年）

金　額

3,200万円

1,400 万円

（88,000Kw/h/ 年）

1,800 万円

固定価格買取制度で20年間「売電」したシミュレーション

農地を利用して営農型太陽光を設置すれば約９年間で回収。それ以降は全て黒字！
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　20年で設置金額

約 1680万円の黒字　約９年で設置金額

約 1400万円を回収！

約 80Kwの太陽光発電を

　約 1400万円で設置

※実際の発電量は、その年の気象条件、周辺環境などにより大きく変化する場合もあります
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我が家の遊休農地を
営農型発電で有効活用しました


